
ご 挨 拶

　このたび，伝統ある日本核医学会の第29回総会会長を拝命し，光栄に存じております．

　第29回日本核医学会総会を開催するにあたり，評議員をはじめとする会員の皆様から数々

のアイデアをいただき，広範な領域に関するプログラムの準備をすすめてまいりました．滋賀

県での開催は初めてのことであり，また私ども新設医科大学の関係者にとりましては，日本核

医学会のような大規模な学会の総会のお世話を担当させていただくほどまでに大学が成長した

ことも感慨無量のものがあります．

　なにぶんにも大津市は地方都市のことですので，口演会場および展示会場をすべて1つの会

館に収容することは不可能でした．幸い，大津市最大の会場である大津市民会館に近接して大

津プリンスホテルが本年から開場し，巡回バスにより5分～10分以内で移動可能であります

ので，参加いただく皆様にはさほどご迷惑をおかけするようなことはないものと思っておりま

す．

　さて，肝心の総会の内容でありますが，会を成功させるのはひとえに会員の皆様の日頃のご

精進の賜物であります．一般演題には578題の応募がありました．発表形式としてポスターセ

ッションなども検討しましたが，今回はプログラム委員会にはかり，全演題を採択し，すべて

口頭発表を願うことになりました．

　招待講演はアンケートに基づき，ご講演いただく領域において世界的に高名な方々を選ばせ

ていただきました．

　名誉会員講演では，本年名誉会員に表される先生方にご講演いただく予定になっています．

　特別講演には米国ペンシルバニア大学医学部から本年滋賀医科大学の教授に赴任された気鋭

の犬伏俊郎先生に「画像用MR装置によるNMRスペクトロスコピー」のお話をお願いしま
した．

　会長講演として「消化器核医学」をとりあげました．顧みますと消化器内科の者が本学会総

会を担当することは，恩師・故増田正典教授（京都府立医科大学・三内）が第12回総会を京都

会館において主催されて以来，17年ぶりのことであります．

　シンポジウムには，（1）心筋シンチグラフィの現状と臨床へのフィードバック，（II）最近開

発された腫瘍マーカーの測定法と臨床的意義，（III）老化と核医学，（IV）核医学の精神神経機

能への応用，が取り上げられ，現状の総決算をめざすものから，新しい領域に光をあてるもの

まで多彩なプログラムだと思います．
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　教育講演は例年数多く行われてきましたが，本年はできるだけ多くの会員の方にまとまった

知識を受け取っていただくために3つの分野を選びました．

　「Work　in　Progress」は例年どおりに行います．機器展示会場と隣接した第8会場としました．

　機器展示は大津市民会館と大津プリンスホテルの中間に位置します，綾羽工業会館で行いま

す．巡回バスで数分のところです．天気がよければ湖岸を散策してもさほど時間はかかりませ

ん．ぜひとも足をお運びください．

　日本核医学会総会の特徴に会員全員を対象とした会員懇親会があります．このような大規模

な学会にもかかわらず，例年多数の方々の参加を得て，盛大に行われています．今回も大津プ

リンスホテルの大きなホールでにぎやかに行う予定をしております．多くの方の参加を歓迎い

たします．

　さて，滋賀県といいますと琵琶湖が有名です．湖上にはヨットや大小の船が行き交い，観光

船も多数就航しております．総会会場からは俳聖芭蕉の眠る義仲寺が近く，少し足を延ばしま

すと石山寺・三井寺・日吉神社も近くにあります．そのほか，全国的にはあまり有名ではない

かもしれませんが名刹や国宝級の名佛も多く，学会の疲れを癒していただけるのではないかと

思っています．また，総会の終了の翌日22日（日）には，隣の京都市で，京都三大祭の中でも

華麗なパレードで有名な時代祭が予定されています．

　総会は前述しましたとおり，会員の皆様が主人公です．先進のご発表に活発な討議を踏まえ

て，多くの成果を持ち帰っていただきたいと祈念しております．

　最後になりましたが，本総会を開催するにあたり，プログラム委員をはじめ，学会理事，名

誉会員，幹事の先生方，学会事務局の皆様の多大なご指導，ご協力に深い謝意を捧げます．

第29回　日本核医学会総会　プログラム委員会
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（敬称略，五十音順）
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